
COG2025 応募内容確認書

ID 51-26-1

自治体名 広島県

自治体提示地域課題 シビックプライド、観光

チーム名 ヒバゴン応援隊

アイデア名 広島UMF探食隊̃ヒバゴンが中山間地域を繋げる̃

チーム属性 混成：市民と学生（※）の混成チーム

チームメンバー数 7

代表者 大橋 優稀

メンバー（公開） 大橋 優稀, 安東 孝洋, 新田 光志, 部谷 彩希穂, 三澤 唯斗, 松島 隆一

【確認事項】

■ ＜応募のPDFファイル名と送付先＞確認しました。
■ ＜応募内容の公開＞確認しました。
■ ＜知的所有権・肖像権＞確認しました。問題ありません。
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地域課題解決プロジェクトアイデア提案書

該当自治体名: 広島県

チーム名: ヒバゴン応援隊

広島UMF探食隊
～ARヒバゴンが繋ぐ、中山間地域の「食べる冒険」～
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アイデアの全体像

UMFの定義

ARヒバゴンのナビゲーション
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Who,Howの具体化

Who(主体) : 多様な専門性を持つチーム

Who(ターゲット) : 好奇心旺盛なニッチ層

How(方法) : DoboXとヒバゴンルート
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【Why】アイデアの理由・背景

現状の課題：通過型観光の弊害

デザイン思考：発見の喜びを創出

5



【Why】根拠とデータの裏付け

Data活用：DoboXによる科学的根拠

効果予測：関係人口創出とシビックプライド向上
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【How】プロセスと時間軸
実装体制

コシステムの構築

必要資源
最先端技術の活用

短期目標

Webアプリプロトタイプ
と実証実験

中長期目標

ブランド化と横展開

リスク対応

オフライン対応と安全確保
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